
1 月 10 日、澄み切った冬空の下、新春歩
け歩け大会が行われました。
当日は子どもから大人まで、多くの参加者
で賑わい、ゴールの愛宕山頂を目指し歩きま
した。（10ページにも関連記事があります。）

歩け！歩け！歩け！歩け！
愛宕山目指して愛宕山目指して
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平
成
26
年
12
月
25
日
、
青
少
年
を
育
て
る

小
美
玉
市
民
の
会
、
小
美
玉
市
学
校
長
会
主

催
の
「
第
８
回
子
ど
も
議
会
」
が
小
美
玉
市

議
会
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
子
ど
も
議
会
は
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、
市
政
の
仕
組
と
議
会
の
活
動
を

理
解
し
、
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
関
心
を

持
つ
よ
う
に
、
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
意
見
・

要
望
・
提
言
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
12
の
小
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
者

21
名
が
、
子
ど
も
議
員
と
し
て
立
派
に
意
見

や
要
望
等
を
述
べ
ま
し
た
。

議
長
は
、
前
半
を
玉
里
小
学
校
の
矢
口
夏

葵
さ
ん
、
後
半
を
野
田
小
学
校
の
飯
田
紗
世

さ
ん
が
、
堂
々
と
務
め
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会
で
の
質
問
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

第 8回子ども議会

塚つ
か
も
と本　

千ち
よ
の
す
け

代
之
介

（
竹
原
小
）

久く
が
い貝　

真ま

み未
（
竹
原
小
）

阿あ

べ部　

睦む
つ
み弓

（
納
場
小
）

宮み
や　

　

鈴れ
い
ら蘭

（
納
場
小
）

飯い
い
だ田　

紗さ

よ世
（
野
田
小
）

深ふ
か
さ
く作　

建け
ん
し
ん仁

（
堅
倉
小
）

滑な
め
か
わ川　

孝こ
う
の
す
け

之
介

（
堅
倉
小
）

小
美
玉
市
魅
力
度
ア
ッ
プ
の
取
組
に

つ
い
て

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
課
題

と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

納
場
学
区
の
横
断
歩
道
や
信
号
機
に

つ
い
て

小
美
玉
市
の
地
域
安
全
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
使
用
さ
れ
て
い
る
食
材

に
つ
い
て

運
動
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

防
犯
に
つ
い
て

・
小
美
玉
市
の
Ｐ
Ｒ
方
法

・
住
ん
で
み
た
い
、
行
っ
て
み
た
い
街
・
小

美
玉
の
計
画

・
ま
つ
り
で
の
無
断
駐
車
・
ゴ
ミ
問
題

・
今
後
ど
の
よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い
る
か

・
江
戸
十
字
路
の
信
号
機
、
安
全
面
を
考
え

登
下
校
の
時
間
帯
だ
け
で
も
長
く
で
き
な

い
か

・
よ
り
安
全
な
横
断
歩
道
・
信
号
機
の
設
置

に
つ
い
て
市
の
対
策

・
街
灯
を
も
っ
と
設
置
し
て
ほ
し
い

・
道
路
に
駐
車
す
る
車
が
あ
る
こ
と
で
、
登

下
校
で
危
険
を
感
じ
て
い
る
。
取
り
締
ま

る
こ
と
は
で
き
な
い
か

・
市
の
不
審
者
対
策
は

・
市
内
各
地
区
の
公
園
整
備
、
修
繕
状
況
は

・
公
園
の
整
備
、
修
繕
計
画
は

・
安
心
し
て
外
で
活
動
で
き
る
よ
う
、
施
設

の
建
設
や
道
路
整
備
の
計
画
は

・
食
材
の
購
入
先
は

・
給
食
費
へ
の
工
夫
は

・
給
食
の
安
全
へ
の
工
夫
は



3 平成 27年２月 12日　広報おみたま

櫻さ
く
ら
い井　

翔し
ょ
う
た太

（
小
川
小
）

小
美
玉
市
を
今
以
上
に
子
育
て
し
や

す
い
街
に
す
る
た
め
の
手
立
て
に
つ

い
て

詳
細
は
、
３
月
末
に
青
少
年
を
育
て
る

小
美
玉
市
民
の
会
か
ら
発
行
さ
れ
る
冊
子

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
冊
子
は
市
内
図
書

館
・
図
書
室
に
設
置
す
る
予
定
で
す
）

川か
わ
さ
き﨑　

章し
ょ
う
ご吾

（
上
吉
影
小
）

原は
ら
だ田　

歩ほ
た
か空

（
玉
里
小
）

矢や
ぐ
ち口　

夏な
つ
き葵

（
玉
里
小
）

鈴す
ず
き木　

華か

ほ帆
（
小
川
小
）

半は
ん
ざ
わ澤　

史ふ
み
か楓

（
橘　

小
）

真ま
い
え家　

凜り
ん
か花

（
上
吉
影
小
）

織お

だ田　

み
ち
る

（
下
吉
影
小
）

加か
と
う藤　

裕ゆ
う
き貴

（
羽
鳥
小
）

谷や
な
か中　

　

鈴り
ん

（
羽
鳥
小
）

佐さ
と
う藤　

小こ

と

の
都
乃

（
玉
里
北
小
）

長は
せ
が
わ

谷
川　

映は

な奈

（
玉
里
北
小
）

笹さ
さ
め目　

実み
さ
き咲

（
玉
里
東
小
）

生お
い
ね稲　

遥は
る
な奈

（
橘　

小
）

統
廃
合
後
の
小
川
小
学
校
の
活
用
に

つ
い
て

野
犬
対
策
に
つ
い
て

高
齢
福
祉
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

図
書
館
設
置
に
つ
い
て

霞
ヶ
浦
の
環
境
保
全
及
び
観
光
に
活

か
せ
る
整
備
に
つ
い
て

減
反
さ
れ
た
田
畑
を
活
か
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て

通
学
路
・
歩
道
整
備
に
つ
い
て

小
美
玉
市
内
の
ゴ
ミ
へ
の
対
応
に
つ

い
て

羽
鳥
地
区
の
街
灯
に
つ
い
て

登
下
校
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

玉
里
北
小
学
校
の
将
来
に
つ
い
て

市
の
活
性
化
対
策

・
保
育
所
不
足
、医
療
費
、総
合
病
院
、教
育
、

進
学
、
安
全
な
街
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
に

関
す
る
市
の
今
後
の
取
り
組
み
は

・
統
廃
合
後
の
、
現
在
の
小
川
小
学
校
の
校
舎

及
び
敷
地
の
活
用
に
関
す
る
、
市
の
計
画
は

・
野
犬
対
策
の
現
状
と
結
果

・
今
後
の
対
策
の
予
定
は

・
少
子
高
齢
化
の
な
か
高
齢
者
と
の
交
流
に

つ
い
て

・
ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
の
舞
台
に
な
っ
て
、
活

性
化
し
て
い
る
市
町
村
が
あ
る
。
小
美
玉

市
の
活
性
化
策
は

・
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
は
、
ど
の

よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か

・
ど
の
よ
う
な
体
育
施
設
の
整
備
が
考
え
ら

れ
る
の
か

・
市
の
図
書
館
や
移
動
図
書
館
は
十
分
活
用

さ
れ
て
い
る
か

・
市
の
今
後
の
図
書
館
整
備
計
画
は

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、
電
灯
設
置
、
霞
ヶ

浦
湖
上
レ
ジ
ャ
ー
の
整
備

・
減
反
さ
れ
た
田
畑
に
植
物
を
栽
培
し
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
に
利
用
で
き
な
い
か

・
補
助
金
制
度
を
整
備
し
農
家
の
方
が
取
り

組
み
や
す
い
環
境
作
り
を
し
て
は

・
歩
行
者
用
の
信
号
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い

・
通
学
路
の
安
全
対
策
を

・
道
路
沿
い
の
景
観
を
守
る
た
め
の
市
の
ゴ

ミ
対
策
は

・「
も
っ
た
い
な
い
お
み
た
ま
５
か
条
」
の

ア
ピ
ー
ル
方
法
は

・
地
域
の
安
全
の
た
め
に
防
犯
灯
の
設
置
を

・
国
道
３
５
５
号
線
の
安
全
対
策
は

・
歩
道
橋
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
街
灯
の
整
備

・
具
体
的
な
統
廃
合
の
見
通
し
は

・
統
合
し
た
新
し
い
学
校
の
建
設
予
定
地
は

・
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
す
る
た
め
に
、霞
ヶ

浦
の
環
境
美
化
を
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二十歳の門出
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１
月
11
日
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ア
ピ
オ
ス
）

で
平
成
26
年
度
小
美
玉
市
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

小
美
玉
市
で
は
、
新
た
に
６
１
１
名
の
方
が
成

人
を
迎
え
ま
し
た
。

　

成
人
代
表
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
古
渡
真
帆
さ
ん

は
「
支
え
て
下
さ
っ
た
全
て
の
方
へ
の
感
謝
と
大

人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
行
動
し
て
い

き
ま
す
。」
と
新
成
人
と
し
て
の
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
会
場
で
集
合
写
真
の
撮
影
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
も
親
し
い
者
同
士
で
写
真
を
撮
り

合
っ
た
り
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
あ
う
楽
し

い
声
が
い
つ
ま
で
も
響
い
て
い
ま
し
た
。

実行委員会の皆さん

新
成
人
の
皆
さ
ん
が

生
ま
れ
た
平
成
６
年
は

　
　

ど
ん
な
年
？

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

出
来
事

日
本
人
初
の
女
性
宇
宙
飛
行
士

向
井
千
秋
さ
ん
が
宇
宙
へ
、

関
西
国
際
空
港
が
開
港
、

長
嶋
巨
人
日
本
一
、
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
流
行

ヒ
ッ
ト
商
品

セ
ガ
サ
タ
ー
ン
、プ
レ
イ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
ウ
イ
ダ
ー
in
ゼ
リ
ー
、

ト
ッ
ポ
、
カ
ー
ナ
ビ

流
行
語

イ
チ
ロ
ー
効
果
、
同
情
す
る
な

ら
金
を
く
れ
、
ヤ
ン
マ
マ

ヒ
ッ
ト
曲

♪in
n

o
c
e
n

t w
o
rld

（M
R

.

C
H

IL
D

R
E

N

）、
ロ
マ
ン
ス
の

神
様
（
広
瀬
香
美
）、
花
の
ワ

ル
ツ
（
藤
あ
や
子
）

ヒ
ッ
ト
映
画

平
成
狸
合
戦
ぽ
ん
ぽ
こ
、

ゴ
ジ
ラ
vs
メ
カ
ゴ
ジ
ラ

ヒ
ッ
ト
ド
ラ
マ

家
な
き
子

な
年
？



6平成 27年２月 12日　広報おみたま

小川小 真家　拓也（２年） 3R促進ポスターコンクール 優秀賞 ( 小学校低学年の部 )
斎藤　司紗（３年） 大好きいばらき作文コンクール 茨城県知事賞

下吉影小 柴﨑　奎吾（５年） 平成 26 年度
建設業の工事現場の風景画コンクール

最優秀賞
（茨城県建設業協会長賞）

玉里東小 久保田　真帆（２年） いじめ防止の標語 茨城県議会議長賞
小川南中 内山　龍人（３年） 茨城県児童生徒科学研究作品展 県教育研究会長賞

小川北中

重藤　鈴音（３年） 茨城県統計グラフコンクール 茨城県知事賞
長澤　花奈（３年）

統計グラフ全国コンクール 佳作重藤　緋那（３年）

伊藤　愛花（３年） 中学生の「税についての作文」 関東信越国税局管内納税貯蓄連合
組合連合会会長賞

柴﨑　愛澄（２年） 茨城県発明工夫展 特賞
（県中小企業振興公社理事長賞）

全日本学生児童発明工夫展 出展中

美野里中

吹奏楽部 第 20 回日本管楽合奏コンテスト
全国大会　 中学校Ｂ部門　優秀賞

村上　茜（３年） 東日本女子駅伝大会　　 第 3区（中学生区間　茨城県代表）
中央地区駅伝大会 第 1区　区間新記録

滑川　美空（２年） 県新人体育大会　新体操の部 個人総合　第 1位

法務大臣からの感謝状・委嘱状伝達式が行われました
　このほど、人権擁護委員を退任された伊藤伸吾さん（羽鳥）
が、多年にわたり国民の人権擁護と人権思想の普及高揚にご
尽力された功績を認められ、法務大臣から感謝状が贈られま
したので、1月 20 日、市役所市長室において、伝達式が行
われました。また、伊藤さんの後任として廣戸芳彦さん（羽
鳥）、任期満了に伴い再任された細山美好さん（野田）、木村
利夫さん（堅倉）、の 3名が、市長から委嘱状の伝達を受け
られました。
　人権擁護委員とは、市町村の区域で人権擁護活動を行う法
務大臣から委嘱をされた方で、日常生活の中で、人権尊重思
想の普及高揚を図るとともに、人権侵害による被害者を救済
し、人権を擁護していくという考えから設けられたものです。
　伊藤さんにおかれましては、本市の人権擁護と人権思想の
普及高揚に向けたさまざまな取り組みを行っていただいたこ
とに、深く感謝いたします。廣戸さん、細山さん、木村さん
におかれましては、今後の、本市におけるさらなる人権擁護
の推進活動にご協力をお願いします。

伊藤伸吾さん伊藤伸吾さん

木村さん木村さん 細山さん細山さん廣戸さん廣戸さん

市内の小中学生が様々な分野で活躍しました
　12月 18 日、様々な分野で活躍している市内の小中学生が市長を表敬訪問しました。児童生徒たちは受賞
しての感想や、大会結果、自分たちの日頃の取組みについて報告しました。
　報告した内容は、以下の通りです。

昨年 12 月 8日撮影
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災害協定を結びました
　12 月 18 日、市では台風等風水害や地震などの災害が発生した際に、市民の皆さまに対する迅速な対応が
できるような準備や体制を整えているところですが、その補完として民間企業や関係団体等と災害協定の締
結を推進しています。今回は、下記の３団体と災害協定を締結しました。
■協定先
　美野里農作業受託組合・美野里酪農業
　協同組合・小美玉市電設業協会
■災害時の協力事項
　美野里農作業受託組合及び美野里酪農業
　協同組合
・石油類燃料や建設機械の優先的供給
小美玉市電設業協会
・市有施設の電気設備に関する被災状況の
調査・障害物の除去・応急対応業務等

美野里農作業受託組合および美野里
酪農業協同組合との災害協定調印式

小美玉市電設業協会との
災害協定調印式

私たちの私たちの
学校自慢学校自慢 小川北中学校小川北中学校

小 美 玉 市 立小 美 玉 市 立

　私たちは昨年度から、『北中ステップアップデー』と称したボランティア活動に取り組んでいます。
“ 学校や地域のためになることは何か ” をみんなで考える時の「気づき」を大切にし、それを実行するこの活
動に誇りをもち、着実にステップアップできるよう取り組んでいます。

「気づく」から始めよう！

『北中ステップアップデー』

ステップその１その１ きれいな環境づくり
   『地域の清掃活動』

　地域の環境美化を目指し、身近な道路である『空港道路』
をサッカー部が自主的に清掃しました。

ステップステップその２その２『小学校での　あいさつ運動』
　出身小学校の正門で「朝のあいさつ運動」を行い
ました。小学生と気持ちのよいあいさつを交わすこ
とができて、うれしかったです。

ステップステップその３その３ 『プランターの花を
  地域にプレゼント』

　緑化委員が育てた「パンジー」を地域の施設やお店にプレゼントしま
した。喜んでいただけたのでとてもうれしかったです。

空港道路空港道路

野田小学校野田小学校

そ・ら・らそ・ら・ら

【問い合わせ】 防災管理課　危機管理室　☎：0299-48-1111（内線 1013・1014）
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◆ようこそ夢先生！◆ようこそ夢先生！

市内全小学校で「夢の教室」を開催
　市では、市スポーツ振興基本計画に基づく児童・生徒に対する運動・スポーツの普及に関する取り組みと
して「夢先生」派遣事業を実施しました。
　様々なスポーツ選手等（現役で活躍する選手を含む）を「夢先生」として市内全小学校（５年生対象）へ派遣し、
夢を持つことの大切さや努力することの大切さなどを講義と実技を通じて子どもたちに伝えていく「夢の教
室」を、JFA（公益財団法人日本サッカー協会）の『JFA こころのプロジェクト』と協力して開催しました。
　前半の授業では、夢先生と一緒に笑顔いっぱいに体を動かし、フェアプレーの精神や仲間と協力すること
の大切さを学び、後半の授業では、夢先生の体験をもとに夢を持つことのすばらしさ、それに向かって努力
することの大切さを学びました。

平成２６年度開催校一覧

『JFA こころの『JFA こころの
プロジェクト』とは？プロジェクト』とは？
「DREAM～夢があるから
強くなる～」をスローガ
ンに掲げ、サッカー界だ
けでなく他スポーツや他
ジャンルの方々が一丸と
なり、子どもたちの心身
の健全な発達に貢献して
いくプロジェクトです。

学校名 夢先生
堅倉小 東　俊介（ハンドボール　元大崎オーソル　元日本代表）
橘小

山田　隆裕（サッカー　元横浜マリノス等　元日本代表）玉里北小
玉里小
玉里東小 名良橋　晃（サッカー　元鹿島アントラーズ等　元日本代表）
野田小 佐藤　悠介（サッカー　元名古屋グランパスエイト等）
上吉影小 齋藤　豪人（サッカー　元浦和レッズ）
小川小 星　翔太（フットサル　バルドラール浦安　日本代表）
竹原小 奥野　僚右（サッカー　元鹿島アントラーズ等）

納場小
森　友紀（フェンシング　日本代表）
法師人　美佳
（サッカー　浦和レッズレディース等　ユニバーシアード日本代表）

下吉影小 中島　孝（フットサル　バルドラール浦安）
羽鳥小 米山　篤志（サッカー　元ヴェルディ川崎等　元日本代表）

橘小　山田隆裕さん橘小　山田隆裕さん 玉里東小　名良橋晃さん玉里東小　名良橋晃さん納場小（１組）森友紀さん納場小（１組）森友紀さん

○畳　　　3,900円税別

○襖　　　2,800円税別

○障子　　1,980円税別 

○アミ戸　2,100円税別

家具の移動無料！

創業３００年
国産品の 石岡市旭台 1-15-1

☎0299(26)0669
石岡ジャスコ交差点近く

11代目代表

職人の私がお見積もり職人の私がお見積もり
にお伺いしますにお伺いします

相川畳店

安心価格宣言！
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平成 27年４月からコンビニエンスストアで
市税等を納付することができます！

　平成 27 年４月から、市税等が全国のコンビニエンスストア（以下「コンビ二」）でも納付することが

できるようになります。コンビニでは、休日・夜間を問わずいつでも納付ができ、手数料もかかりません。

＜コンビニで納付できる市税等＞

市・県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料

＜利用できる主なコンビニ＞

エブリワン、ＭＭＫ設置店、くらしハウス、ココストア、コミュニティ・ストア、サークルＫ、サンクス、

スパー（北海道）、スリーエイト、スリーエフ、生活彩家、セイコーマート、セーブオン、セブンイレブン、

タイエー、デイリーヤマザキ、ニューヤマザキデイリーストア、ハセガワストア、ファミリーマート、

ポプラ、ミニストップ、ヤマザキスペシャルパートナーショップ、ヤマザキデイリーストアー、

ローソン、ローソンストア１００、ローソンマート　等　　　　　　　　　　　　　　　（５０音順）

次のような納付書ではコンビニでの納付ができません

○コンビニ納付用バーコードが印刷されていない納付書

　・１枚あたりの納付金額が 30 万円を超えた納付書

　・平成２６年度以前に発行された納付書

　・口座振替の記載がある納付書

○ 納期限を過ぎた納付書

○ 納付金額を訂正した納付書

○ 破損・汚損などでバーコードが読み取れない納付書　等

※これまで 1冊に綴られていた納税（納入）通知書の納付書部分が、期別ごとの１枚ずつの単票となります。
　 紛失しないようご注意ください。
※全期前納用の納付書がなくなります。一括で納める際には期別ごとの納付書をご利用ください。
※これまでどおり金融機関でも納付できます。

【問い合わせ】 収納対策課　☎：0299-48-1111（内線 1186・1187）

平成 26年度茨城県子育て応援企画表彰受賞
　去る11月 30 日、イオンモールつくばで開催された『いばらき子育てわくわくフェスタ』において、茨城
県子育て応援企業表彰式が行われ、小美玉市内の企業が表彰されました。

仕事と子育て両立支援部門
（子育てしながら働きやすい職場環境づくりへの取り組み）

いばらきコープ生活協同組合　優秀賞
社会福祉法人　聖隷会　　　　奨励賞
株式会社　清司工務店　　　　奨励賞

子育て家庭応援部門（地域の子育てを支援する取り組み） いばらきコープ生活協同組合　奨励賞

【受賞企業】

【問い合わせ】 子ども福祉課　子ども福祉係　☎：0299-48-1111（内線 3228）

　小美玉市では、仕事と子育ての両立支援や、地域の子育てを応援するための取り組みを行う企業や事業所
を募集しています。ぜひ、ご登録ください。
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　１月２１日、茨城県庁舎で「平成２６年度茨城県統計功労者表
彰式」が行われました。
　この表彰式は、統計事業の一層の充実と統計意識の普及啓発を
促すため、統計功労者の表彰や児童・生徒の統計グラフコンクー
ルの表彰をしています。
　市では、統計功労者として滑川榮さん（小岩戸）が知事表彰を、
宮内晃一さん（中台）、小里栄次さん（手堤）、高野孝さん（小川）
が統計協会総裁表彰を受けました。
　統計グラフコンクールの部では小川北中３年の重藤鈴音さん、
長澤花奈さん、重藤緋那さんの共同作品が知事賞を受賞、全国コ
ンクール佳作に入賞し、表彰を受けました。
　また、叙勲・褒章受章者の紹介も行われ、平成２６年春に藍綬
褒章を受章した狩谷峻浩さん（鶴田）が紹介されました。

上田裕司さんが
　　 暴力追放功労者の表彰を受賞

　昨年 11月、小美玉市の上田裕司さん（小川）が、長
年の暴力追放活動に対し、警察庁長官から暴力追放栄
誉銀賞を授与されました。上田さんは、平成元年に「暴
力追放ヘルパー」に委託され、これまで嘱託警察犬の
管理や保護司など県警に様々な協力をしてきました。
　現在は、茨城県企業防衛対策協議会石岡地区推進協議
会会長や小美玉市防犯連絡協議会会長の要職にもあり、
安全安心なまちづくりに貢献しています。

目指せ ! 愛宕山頂！新春歩け歩け大会
　１月１０日、小美玉市および小美玉市教育委員会
主催により平成２６年度新春歩け歩け大会が、市民
約４００名参加のもと、カゴメ茨城工場から愛宕山頂ま
での約９．４ｋｍで開催されました。
　当日はさわやかな青空のもと、スポーツ推進委員に
誘導され、子どもたちや市民の皆さん全員が、愛宕山頂
までの道のりを元気に歩ききりました。
　山頂ではあつあつの豚汁がふるまわれ、参加者の
疲れ切った体とお腹を満たし、頂上からの眺めを堪能
する、皆さんの楽しそうな笑い声に包まれていました。

市民の日記念事業開催 !! 3 月 29 日（日）in 小川文化センター（アピオス）

統計功労者表彰式

左から 横田会長、高野さん、滑川さん、
　　　宮内さん、小里さん、島田市長

知事から表彰を受ける小川北中の皆さん
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税金って何だろう？
租税教室を行いました

　「ゆうあいサロンかたくら」では、1月 6日に事
業の一環として、地域の高齢者へ声をかけ、サロン
の内容などを紹介しながら、大洗磯前神社を参拝し
てきました。
　当日は、穏やかなお天気のもと大洗磯前神社やか
ねふくめんたいパーク、ポケットファームどきどき
を訪れ、参加者と共に家族の健康を祈願し、親睦交
流を図りました。
　これからも、地域の人たちとの結びつきを深め、
共に生きる助け合いの力を高めていきたいと思いま
す。

小美玉市は平成 27年 3月27日で9歳になります。

　１０月から 2月にかけて、堅倉・野田・納場・
橘・上吉影・玉里北小学校の６校で市税務課の
職員による租税教室が行われました。
　租税教室は次代を担う子どもたちに、税の使
い道や役割に関心を持ち、税を通して社会の一
員としての自覚を育ててもらうことを目的に
行われています。
　参加した児童からは「税金が私達の暮らしを
支えていることが分かった」「教育にたくさん
のお金が使われていてびっくりした。教科書を
大切に使いたい」などの意見がありました。

交流事業を行いました！

職員の質問に答える
児童のみなさん（上吉影小）

第９回全日本ハイシニアソフトボール
茨城県予選会で優勝！　

小美玉イーグルシニア

　昨年 7月 19 日、20 日の 2日間にわたり、笠松運動公
園野球場にて「第 9回全日本ハイシニアソフトボール大会
茨城県予選会」が行われました。小美玉イーグルシニアは
見事優勝に輝き、香川県丸亀市で開催された全国大会では、
ベスト 8という好成績をおさめました。
　今後も小美玉イーグルシニアの活躍に注目です！

小美玉イーグルシニアのみなさん

　船塚古墳出土の埴輪が県指定
文化財に認定されました

　1月 22日、上玉里の船塚古墳から出土した埴輪、
39点が新たに県指定文化財に登録されました。
　茨城県で保有している埴輪は、現在県立歴史館で
展示しています。皆さん、ぜひ足をお運びください。
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事業名 対象者および主な内容 費用
愛の定期便 【対象者】おおむね６５歳以上のひとり暮らしの方

【内　容】ヤクルトの配付を行い、安否確認・孤独感の解消を図る
無　　料

さわやか
出前理美容

※利用ごとに　
　　申請が必要です

【対象者】おおむね６５歳以上のひとり暮らしの方、または高齢者の
みの世帯の方で、自力での外出が困難な方

【内　容】理容師・美容師を派遣し、頭髪のカットなどを行なう
（利用は２か月に１回程度とし、年６回を限度とする）

【利用方法】担当課へ申請書を提出後、小美玉市と契約している最寄
の 理髪店・美容室へ予約する。

１回
１，０００円

家族介護用品
支給事業

※半年に一度、更新の
　ため申請書の提出が
　必要です。

【対象者】要介護１～５の認定を受けた方を在宅で介護している方
で、 市民税非課税世帯の方　　

【内　容】紙おむつ等の介護用品の補助券を支給する
《支給対象物品》紙おむつ・紙パンツ・尿とりパッド等
《支 給 方 法》最寄の契約店舗にて、助成券を使用し　
　　　　　　　購入する
《補助限度額》要介護１～３　月額　３，６００円

要介護４～５　月額　５，６７０円

※介護用品の
購入時、補助
限度額を超え
た金額につい
ては、自己負
担となります。

家族介護
　　支援事業

【対象者】在宅で高齢者を介護している家族の方
【内　容】介護方法や介護予防・健康づくり等に関する知識・技術の

普及・向上を図るとともに、介護者同士の交流を深め、介
護者の健康づくり・リフレッシュを支援する

《実施方法》
　小美玉市社会福祉協議会へ委託し、『介護者のつどい』として
年３回実施しています。その他、参加者（介護者）による自主活動と
して、毎月『介護者ほっとサロン』を開催しています。開催場所や日
時等の詳細は、小美玉市社会福祉協議会へお問い合わせください。

無　　料

※行事等によ
り、一部自己
負担が発生す
る場合があり
ます。

高齢者日常生活
用具給付事業 【対象者】おおむね６５歳以上のひとり暮らしの方

【内　容】日常生活用具を給付することにより、日常生活の便宜を図る
《給付品目》電磁調理器、消火器、火災報知器　等

※所得状況に
より、一部自
己負担が発生
する場合があ
ります。

徘徊高齢者家族支援
サービス

【対象者】おおむね６５歳以上の徘徊高齢者を介護している家族で、
かつ保護することができる方

【内　容】徘徊高齢者を保護するための位置情報端末機（ＧＰＳ）の 貸与
【費用負担】基本料金・バッテリー料金・情報取得料金・緊急対処員派
　　　　　遣料金等については、所得の状況に応じて負担額が発生します。

※所得状況に
より、一部自
己負担が発生
する場合があ
ります。

《各サービスのお申し込み・相談は・・・》
　◆介護福祉課高齢福祉係（玉里総合支所内）　☎：0299-48-1111（内線 3111・3112）
　◆福祉事務所小川支所（小川総合支所内）　　☎：0299-48-1111（内線 2111・2112）
　◆福祉事務所美野里支所（四季健康館内）　　☎：0299-48-0221（内線 4008・4009）

※平成 27年度の各事業の申請は 3月 16 日（月）から受け付けます。

☆また、市では高齢者の日常生活においての総合相談窓口として、地域包括支援センターを開設しております。
　65 歳以上の方の介護や支援に関すること、健康面での気がかりなど、お気軽にご相談ください。
　ご本人、家族の方、どなたからでも結構です。

【問い合わせ】
小美玉市地域包括支援センター（玉里総合支所内）☎：0299-58-1282
地域包括支援センター小川（小川保健相談センター内）☎：0299-48-1111（内線 2424）
地域包括支援センター美野里（四季健康館内）☎：0299-35-7172
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事業名 対象者および主な内容 費用

軽度生活　　
　　援助事業

※年度更新のため、
毎年申請書の提
出が必要です。

◆家事援助型◆
【対象者】おおむね６５歳以上のひとり暮らしの方、または高齢者のみの

世帯の方で、介護保険の認定を受けていない方
【内　容】身体虚弱等により掃除や洗濯、買い物等の日常生活に支障をき

たしている方に対し、ホームヘルパーの派遣を行い、日常生活
の支援を行う（１回２時間・週２回程度）

作業員
１人につき
１時間
１００円

◆屋外作業型◆
【対象者】  おおむね６５歳以上のひとり暮らしの方、または高齢者のみの

世帯の方で、身体虚弱等により、庭木の剪定や草取り等の屋外
作業が困難な方

【内　容】作業員を派遣し軽度の屋外作業を行う
（１世帯あたり年間４８時間まで）

作業員
１人につき
１時間
１１０円

外出支援　　
　　サービス

※年度更新のため、
毎年申請書の提
出が必要です。

【対象者】自動車運転免許証を所持していない方、または返納された方で、
次のいずれかに該当する方
①７０歳以上の方
②６０歳以上で下肢又は視覚に障害があり、身体障害者手帳を
　所持している方

【内　容】タクシー利用の助成券（２４枚綴り）を発行する
（１人あたり年間２４枚まで）
※１回の乗車で１枚（初乗り料金相当分）のみ利用可能。

※タクシー
初乗り料金を
超えた金額は、
自己負担とな
ります。

配食サービス

※年度更新のため、
毎年申請書の提
出が必要です。

【対象者】おおむね６５歳以上のひとり暮らしの方、または高齢者のみの
世帯の方で、身体虚弱等により調理等が困難な方

【内　容】週３回を限度とし、お弁当を配達する（委託事業）
◆美野里地区・・・・・小美玉市社会福祉協議会美野里支所（昼食）
◆小川・玉里地区・・・特別養護老人ホーム百里サンハウス（夕食）
※ 利用料のお支払いは、口座振替をお願いしています。

１食　３００円
※ただし、
市民税非課税
世帯の方は、
２００円とな
ります。

ふれあい給食　　
　　サービス 【対象者】 おおむね６５歳以上のひとり暮らしの方

【内　容】 月１回程度、会食会を通じて、健康の保持増進および孤独感の
解消を図る（委託事業）
◆美野里地区・・・・月１回の会食
◆小川地区・・・・・  月１回の会食
◆玉里地区・・・・・  月１回の会食
☆ その他、お楽しみ給食会なども実施しております。

無　　料

緊急通報　　
　　システム 【対象者】 おおむね６５歳以上のひとり暮らしの方、または高齢者のみの

世帯の方で、身体的に虚弱な方
【内　容】 消防本部と通じる通報装置を貸与し、急病や災害時に迅速かつ

適切に対応する
※ 電話回線が「NTT」であることを確認して下さい。

※所得状況に
より、一部自
己負担が発生
する場合があ
ります。

小美玉市の高齢者福祉サービス
　市では、高齢になられた方がいつまでも住み慣れた地域で暮らし続けていくために、様々
な高齢福祉サービスを実施しております。
　ご利用については、お気軽に介護福祉課までご相談下さい。
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児童扶養手当法が改正され、年金額が児童扶養手当額
より低い方はその差額分の児童扶養手当を受給できる
ようになりました
　これまで、公的年金を受給する方は児童扶養手当を受給できませんでしたが、平成２６年１２月以降は、
年金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童扶養手当を受給できるようになりました。
　児童扶養手当は、離婚によるひとり親家庭などの生活の安定・自立促進に寄与することにより、その家庭
において養育されている子どもの福祉増進のために支給される手当です。

・お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年金を受給している場合
・父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合
・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合　など。

児童扶養手当を受給するためには、申請が必要です。
申請の案内や書類は送付されませんので、お問い合わせのうえ忘れずに手続きしてください。

　手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給していたことにより児童
扶養手当を受給できなかった方のうち、平成２６年１２月１日に支給要件を満たしている方が、平成２７年
３月までに申請した場合は、平成２６年１２月分の手当から受給できます。なお、平成２６年１２月から平
成２７年３月分の手当は平成２７年４月に支払われます。

子ども福祉課子ども福祉係（玉里総合支所内）
福祉事務所小川支所（小川総合支所内）
福祉事務所美野里支所（四季健康館内）

申請窓口

今回の改正により新たに手当を受け取れる場合

〈参考：児童扶養手当の月額〉（平成２６年４月～）
・子ども１人の場合
　全部支給：41,020 円
　一部支給：41,010 円～ 9,680 円（所得に応じて決定されます）
・子ども２人以上の加算額
　２人目：5,000 円、３人目以降１人につき：3,000 円

新たに手当を受給するための手続き

支給開始日

【ご相談・問い合わせ】 子ども福祉課　子ども福祉係　☎：0299-48-1111（内線 3228）

茨城空港内にあります茨城空港内にあります
旅行のお店です旅行のお店です

セントラルツーリスト茨城空港店
小美玉市与沢 1601-55小美玉市与沢 1601-55
茨城空港 1階茨城空港 1階

●営業時間　9:00 ～ 17:00●営業時間　9:00 ～ 17:00
●水曜・年末年始休業●水曜・年末年始休業

TEL：0299- 54- 0500

まずは弁護士にご相談くださいまずは弁護士にご相談ください

いしおか法律事務所
■■弁護士　柴田　大輔（茨城県弁護士会所属）■■
TEL　０２９９（２７）７２２０（完全予約制）
茨城県石岡市国府 2丁目 1番２５号　御幸ビル３０２号室

交通事故交通事故 離婚離婚借金の整理借金の整理
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小美玉市役所本庁
市民課、医療保険課、
会計課、税務課（税に
関す証明）、収納対策
課（納付書再発行）

小川総合支所・玉里総合支所
総合窓口課（戸籍関係、
住民票関係、印鑑登録、
印鑑証明、税の証明、納付
書再発行、国民健康保険関
係、医療福祉関係（マル福）、
後期高齢者医療関係、市税
等の収納）

※ご不明な点については、事前に担当課へお問い合わせください。

３３月の窓口業務延長日は
4、11、18、25日（毎週水曜日）です。19:00まで

※他市町村や関係機関への照
会、確認が必要な場合は、即日
対応できない場合もあります。
あらかじめご了承ください。

【日　　時】３月１２日（木） 14:00 ～ 16:00（13:30 ～受付開始）
【場　　所】玉里保健福祉センター　１階集団検診室
【講　　師】法テラス（日本司法支援センター）所属弁護士
【募集人員】１００名
【申込期間】２月１２日（木）～３月１０日（火）
【申込方法】下記の窓口まで直接またはお電話にてお申し込みください。
　　　　　※申し込みは先着順とさせていただきます。

　高齢者本人と介護者である家族にやさしい
「あったか介護」の地域づくりのため、高齢
者虐待等に関する講演会を開催します。
　この機会に高齢者虐待について学び、安心
して地域で生活するための方法を一緒に考え
てみませんか。たくさんの方々のご参加をお待
ちしています。参加は無料です。

【お申込・問い合わせ先】　　　　　　　☎：0299-48-1111（内線 3113・3114）
介護福祉課地域包括支援センター　　　☎：0299-58-1282（直通）（受付時間 8:30 ～ 17:15 土日祝日を除く）

参加者募集参加者募集
「あったか介護」の地域づくり講演会
～高齢者虐待防止等普及講演会～
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　日本三名園の一つである梅の名所、偕楽園では、
約 100 品種 3,000 本の梅が咲き誇ります。水戸市最
大のイベントである「第 119 回水戸の梅まつり」を
2 月 20 日（金）から 3 月 31 日（火）まで開催し、
梅の香りとともに、春の訪れを告げてくれます。
　梅まつり期間中である 3月 6日（金）～ 8日（日）
10：00 ～ 16：00 ※ 8日（日）は 15：00 まで
「第 3回全国梅酒まつり in 水戸」を開催します。
　このイベントでは、北海道から沖縄まで、全国各地
から集まった約150 種以上の梅酒を飲み比べることが
できます。偕楽園の梅に囲まれながら、全国の梅酒
を楽しみ、五感で梅をご堪能ください。

前売券：500 円　
当日券：600 円　
ファストパス券：1,000円

※前売券販売所（水戸観光
　協会、水戸観光案内所等）

イイベント案内
○全国の「梅酒」飲み比べ（時間制限有）
　全国各地、約 150 種以上の梅酒を飲み比べること
　ができます。
○日本バーテンダー協会所属プロがつくる
　「梅酒カクテル」厳選された３種の梅酒で作った
　カクテルを提供します。
○梅酒と料理のマリアージュ
　厳選された３種の梅酒とそれぞれにマッチする
　料理のセットを販売します。
○「梅酒」４種割り飲み比べ
　厳選された梅酒と割りものを使った４種飲み比べ
　セットを販売します。
○「奥ノ院」秘蔵？梅酒！
　秘蔵の梅酒をお楽しみいただくことができます。

一般社団法人水戸観光協会　
〒 310 － 0011
水戸市三の丸 1-5-38 県三の丸庁舎１階
☎：029 － 224 － 0441　　
E-mail：kanko310@sunshine.ne.jp
URL：http://umeshu-mito.com/general/index.html

　広いグラウンドやテニスコート（8面）があり、青
空の下でスポーツを楽しめます。また、春には園内
の桜が見ごろを迎えます。

問

問

料

問

問
問

うぐいすの里管理事務所
（城里町大字錫高野 2391　☎：029-289-4321）

偕楽園隣接
「常磐神社」境内

ふれあいの里管理事務所
（城里町大字上入野 4384　☎：029-288-5505）

山びこの郷管理事務所
（城里町大字徳蔵 399　TEL0296-88-3157）

　広い施設のなかには、オートキャンプ場 65台、キャ
ビン、バンガロー 37 棟などがあり、お客様のニーズ
に合わせてご利用できます。場内には、400 ミリ反
射望遠鏡を備える天文台があり、毎週土曜日には天
文台を開放し、年に一回冬には星空観望会という星
のお祭りを行っています。
　また、南側に位置する場所には、温泉・露天風呂・
温水プールやジャグジーを備えた城里町健康増進施
設「ホロルの湯」もあります。
　そのほか、恒例となった夏の風物詩「小さな夏ま
つり」やパンづくり・ピザづくりなどいろいろなイ
ベントも一年を通じて開催しています。
　子どもから、大人まで宿泊しても日帰りでも楽し
める「ふれあいの里」にぜひ、お越しください。

●城里町総合野外活動センター「ふれあいの里」

●城里町総合野外活動センター「うぐいすの里」

●城里町総合野外活動センター「山びこの郷」
　山麓の、生い茂る森の中でのバーベキュー。
　地元名産のうどん・そば・コンニャクの手作り体
験ができるのも魅力のひとつです。

　城里町にある、「うぐいすの里」「ふれあいの里」「山
びこの郷」の施設予約の受付が、２月１日より開始
されました。
　自然を感じられる場所で、家族や友達と楽しい思
いでづくりに足を運んでみてはいかが？

♪
第３回全国梅酒まつり in 水戸

３月６日（金）～８日（日）
各施設、予約受付開始！

城里町

※内容は一部変更となること
　があります。
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《知っていましたか？ 日本人の死因トップはがん。《知っていましたか？ 日本人の死因トップはがん。
    それも『肺がん』が一番多い・・・という事実》    それも『肺がん』が一番多い・・・という事実》

肺がんとは？

　肺は呼吸をするための器官で、呼吸によって吸

い込んだ空気から酸素を体内に取り込み、体内か

ら二酸化炭素を取り出して口から吐き出す役割を

しています。

　肺がんは、肺の気管、気管支、肺胞の一部の細

胞がなんらかの原因でがん化したものです。

　がんが進行するにつれてまわりの組織を破壊し

ながら増殖し、血液やリンパの流れにのって広

がっていきます。

肺がんの分類

１）非小細胞肺がん

非小細胞肺がんは、小細胞がんでは

ない肺がんの総称で、肺がんの約 80

〜 85％を占めています。化学療法

や放射線治療で効果が得られにくく、

手術を中心とした治療が行われます。

２）小細胞肺がん

小細胞肺がんは、肺がんの約 15 〜 20％を占め、増殖が速く、脳・リンパ節・肝臓・副腎・骨などに転移し

やすく悪性度の高いがんです。しかし、非小細胞肺がんよりも抗がん剤や放射線治療の効果が得られやすい

と言われています。

組織分類 多く発生する場所 特徴

非小細胞

肺がん

腺がん 肺野部
女性の肺がんで多い

症状が出にくい

扁平上皮がん 肺門部 喫煙との関連が大きい

大細胞がん 肺野部 増殖が速い

小細胞

肺がん
小細胞がん 肺門部

喫煙との関連が大きい

転移しやすい

がんは遺伝子変異によって起こる

　肺がんは、肺の細胞の中にある遺伝子に傷がつく（変異する）ことで生じます。傷をつける原因の代表的

なものが喫煙と受動喫煙です。喫煙者の肺がんリスクは 5 ～ 20 倍とも言われており、40 歳代後半から多

くなります。その他にも、食事の欧米化、アルミニウムやヒ素、アスベストなどが原因と考えられています。

肺がんの主な症状

　咳・呼吸困難・息切れ・息苦しさ・体重減少・痰・

血の混じった痰・胸の痛みなど。早期には無症状の事も。

肺がん予防と対策

①禁煙。

②緑に囲まれたきれいな空気の中で過ごす。

③受動喫煙など、有害物質を吸うような職場・家庭環境を改善する。

④ビタミンやミネラルが豊富な果物・野菜を積極的に摂る。

⑤脂肪分の多い食事を控えめに。

⑥ 40 歳以上の人は、自覚症状がなくても毎年肺がん検診を受診する。

⑦精密検査が必要な場合、放置は危険。恐れることなく精密検査を受診し早期発見・早期治療が最優先。

【問い合わせ】 健康増進課　小川保健係　☎：0299-58-1411

乾杯！は小美玉市の乳製品で !!
小美玉市は、全国有数の酪農の街 !　県内 1位の酪農の地 !
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嶺
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小美玉市「乳製品で乾杯」を推進する条例
　　　　　　　　　　   　　 が制定されました。
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消
防
出
初
式

消
防
出
初
式

　

新
春
の
冬
晴
れ
と
な
っ
た
1
月
10
日
、
恒
例
の
消

防
出
初
式
が
高
崎
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
コ
ス
モ

ス
）
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
市
長
に
よ
る
消
防
職
団
員
の
人
員
、
姿
勢
、

服
装
の
点
検
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
茨
城
県
知
事
や
来

賓
を
迎
え
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
功
労
者
等

の
表
彰
で
は
、
消
防
庁
長
官
表
彰
や
日
本
消
防
協
会

長
表
彰
等
が
伝
達
さ
れ
、
茨
城
県
知
事
表
彰
は
、
橋

本
知
事
か
ら
直
接
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
霞
ヶ
浦
湖
岸
に
21
台
の
消
防

車
両
が
隊
列
を
組
み
、
筑
波
山
と
霞
ヶ
浦
の
絶
好
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、勇
装
に
「
放
水
式
」
が
行
わ
れ
、

今
年
１
年
の
無
災
害
・
無
火
災
を
誓
い
ま
し
た
。

な
ら
せ
餠

な
ら
せ
餠

五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災

五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災　　

『
な
ら
せ
餠
』

と
は
、
茨
城
の

伝
統
行
事
で
、

小
正
月
の
前

日
に
あ
た
る
、

１
月
14
日
に
餠

を
つ
き
、そ
の
餠

を
楢
（
な
ら
）
の

木
や
樫
の
木
に

な
ら
せ
る
こ
と

で
、
そ
の
年
の

「
五
穀
豊
穣
」
と

「
無
病
息
災
」
を

願
う
習
慣
で
す
。

市役所ロビーに飾られたならせ餠市役所ロビーに飾られたならせ餠

　

１
月
14
日
、
小
美
玉
市
役
所
に
て
、

五
穀
豊
穣
と
無
病
息
災
を
願
う
「
な
ら

せ
餠
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
に
あ
る
美
野
里
農
作
業
受
託

組
合
の
方
々
を
中
心
に
、
ホ
カ
ホ
カ

に
炊
き
上
が
っ
た
も
ち
米
を
、「
ヨ
イ

シ
ョ
！
」
と
い
う
掛
け
声
と
と
も
に
餠

つ
き
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
つ

き
た
て
の
お
餠
は
、あ
つ
あ
つ
の
雑
煮
、

程
よ
い
甘
さ
の
き
な
粉
餠
と
し
て
来
庁

者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

小
さ
く
ま
る
く
丸
め
た
紅
白
餠
を
、
ナ

ラ
の
木
に
飾
り
つ
け
、
市
役
所
に
来
た

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

丹精こめてお餠をつく組合の皆さん丹精こめてお餠をつく組合の皆さん

携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http://www.city.omitama.lg.jp/m/

次回広報おみたま３月号の発行日は３月１２日（木）です。
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